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はじめに 
学校評価は、学校の自主性・自律性を図る目標を掲げ、生徒、保護者や地域の信頼に

こたえ、学校・家庭・地域と連携協力し、実情にあった「特色ある学校づくり」や「開

かれた学校づくり」を目指し、その結果を総合的に分析し、今後の学校運営に反映させ

ていく方策を探る資料とするものです。 

評価者は、内部評価（生徒・教職員）と関係者評価（保護者・学校運営協議会委員）

として実施し、生徒は本年度全員に配布されたタブレット端末によるアンケート機能を

活用、保護者は連絡システムすぐーる及びお子様便、教職員はグループウェアのアンケ

ート機能、地域（学校運営協議会委員）には郵送便により実施いたしました。 

 回収率は、生徒９８．６％、教職員１００％、保護者７８．２％、学校運営協議会委

員８８．９％となっています。 

 

学校評価アンケートの結果及び考察 
（四角枠中の文末の（％値）は、令和３年度の肯定的な回答です。）  

 

１ 学校生活は楽しく満足していますか。

 

  

 

２ 先生は わかりやすい授業に努めていますか。 
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「あなたは学校生活が楽しく、満足

していますか。」の問いに、肯定的

に回答した生徒は 88.4％となって

います。また、「子どもたちは、学

校生活に満足していると思います

か。」の問いに肯定的な保護者は

91.8％、教職員は 82.6％となって

おり、生徒、保護者、教職員は全て

で昨年度からわずかに増加してい

ます。 

この設問は、学習、資格取得、部

活動、学校行事などの学校生活の総

合的な評価であり、生徒の「満足度

3.5 以上」または「肯定的な回答

90％以上」の目標まであと少しで

す。（生徒 87.3％、保護者 88.3％、教職員

83.1％、地域100％） 

生徒、保護者、教職員、地域とも

に 90％以上の高い肯定的な回答を

得ました。「生徒にとってのわかり

やすい授業」に対して一定の評価を

得たととらえることができます。 

ICTを活用した「わかりやすい」

授業やグループワークを取り入れ

た「考えて表現する」授業をそれぞ

れ創意工夫しながら展開していま

すが、今後も教員は時代の変化に応

じて、授業改善に努めていく必要が

あると考えられます。 

（生徒93.1％、保護者89.4％、教職員94.3％、地

域100％） 
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３ 授業の中で学習のねらいや目標が示されていますか。 

 

 

 

４ 夢や目標を持って学校生活を送っていますか。 

 

 

 

５ 悩みや困ったことについて先生に相談していますか。 
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肯定的に回答した生徒は 85.8％

となっており、昨年よりわずかに減

少しています。一方、教職員の方は、

88.4％であり、昨年よりわずかに増

加しています。 

「学習のねらい」を明確に提示

し、学習内容の目標を立てて授業に

臨むことは授業の基本であり、教員

は「学習のねらい」がしっかりと生

徒に伝わるように努めなければな

りません。 

（生徒87.7％、教職員84..5％） 

生生徒の肯定的な回答は、61.4％

となっており、昨年より7.6％減少

し、教職員も、68.1%と昨年度より

6.5％減少しています。 

生徒と教員間での強固な信頼関

係構築が求められます。 

教職員は研修等により、しっかり

としたカウンセリングマインド（コ

ミュニケーションにおいて、相手の

立場に立って理解しようとする態

度）を身につけるとともに、生徒が

気軽に相談できる雰囲気づくりに

取り組んでいきます。また、SCや

SSWとも連携し、教育相談の充実

にも努めていきます。 

（生徒69.0％、保護者58.3％、教職員74.6％） 

生徒の肯定的な回答が、77.9％と

なっており、昨年より若干減少して

いますが、保護者の方が思われてい

る以上に、生徒たちは夢や目標を持

って学校生活を送っているという

結果となっています。目標を持つこ

とで学校生活の過ごし方が変わり、

充実度が向上すると思います。 

これからも、早い段階で目標を持

つ意義を考えさせる機会を増やし、

目標を持たせる工夫に努めていき

ます。 

（生徒 78.8％、保護者 73.3％、教職員 81.7％、

地域100％） 
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６ 自分のクラスが楽しいですか。 

 

 

 

７ 学校からの連絡や情報を積極的に家庭に伝えていますか。 

  

 

 

 

８ 学校や先生は意見を聞いてくれますか。（学校運営に反映していますか。） 
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生徒の肯定的な回答は、昨年度か

らやや増加し 78.4％、保護者も

78.5％とやや増加しています。 

昨年度から、学校、家庭、地域を

つなぐ連絡システム「すぐーる」を

導入しましたが、これにより、学校

から家庭に情報を迅速にかつ直接

的に伝えられるようになりました。 

こうした点が評価に結び付いた

と考えています。 

これからも、情報の一方通行に注

意しながら、より積極的に情報を伝

えるよう努めていきます。 

（生徒77.8％、保護者74.8％、教職員70.5％） 

生徒の肯定的な回答は 92.5％と

なっており昨年度より 7.8%増加し

ています。 

保護者、教職員もそれぞれ

75.9%、75.4%となり、昨年度より

2.6%、6.4%の増加となっています。 

学校運営に関しては、良好な関係

が築かれつつあると考えられます。 

すべてのご意見を学校運営に反

映させることは難しいかもしれま

せんが、生徒会やＰＴＡ役員会等で

意見や要望を聞くとともに、学校運

営協議会委員会などからも意見を

いただき、よりよい学校運営となる

ように努めていきます。 

（生徒84.7％、保護者73.3％、教職員69.0％、地

域100％） 

生徒の肯定的な回答は、90.4％

となっており、昨年と同様の高い

肯定的な回答になっています。 

クラスの友人との学校生活におい

て、自分の存在感や充実感を感じ

ることができる人間関係や生活環

境がおおむね整っていると推察す

ることができます。 

集団生活を営むうえで道徳教育

や人権教育を意識し、自己の存在

感や充実感を感じ取ることができ

るような雰囲気づくりをさらに推

し進めていく必要があると考えて

います。 

（生徒91.5％、保護者85.3％、教職員88.8％） 
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９ ホーム担任の正副担任制 (普通科は複数担任制 )は、きめ細かな指導ができていますか。 

 

 

 

10 学校行事は楽しく充実していますか。

 

 

 

11 部活動に積極的に取り組んでいますか。 
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生徒の肯定的な回答は 90.1％と

高評価を維持し、保護者は 92.5％

と昨年度より高くなりました。 

一昨年より、普通科において複数

担任制を導入し、複数でホームの運

営や生徒の指導にあたる体制とし

ましたが、可能な限りこの体制を維

持していく必要があります。 

また、工業科では、専攻ごとに担

任を配置しており、普通科とともに

今後も、一人ひとりの生徒にきめ細

かな指導や支援ができるように努

めていきます。 

（生徒90.8％、保護者85.2％、教職員88.7％、地

域100％） 

本年度も、新型コロナウイルスに

より各種の学校行事が制約を受け、

規模を縮小したり過密を避けるな

ど、様々な工夫や制約の下で、体育

祭をはじめ可能な範囲で学校行事

を行いました。 

生徒の肯定回答は 85.6％と昨年

度より 11.2％増加していますが、

保護者も 78.8％と合わせるとコロ

ナ禍のもととしては、まずまずの評

価をいただくことができたと考え

ています。 

（生徒74.2％、保護者75.4％、教職員63.3％、地

域100％） 

今年度も新型コロナウイルスに

より、練習時間や活動内容に制約を

受け、感染対策に気を配りながらの

活動となりました。さらに、本県を

会場としたインターハイも開催さ

れ、ソフトボール部や空手道部、カ

ヌー部といった大会出場部活は、こ

れまで以上に感染対策に注意が払

われることとなりました。 

生徒、保護者の肯定回答は

74.1％、71.6％となり、昨年よりそ

れぞれ 5.3%、4.9%と増加してお

り、今後も制約の中であっても充実

した活動を模索していきます。 

（生徒 68.8％、保護者 66.7％、教職員 67.6％、

地域100％） 
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12 学校は教育方針・教育目標に向けた取り組みをしていますか。 

 

 

 

13 Can-Do リストを意識した学校生活が送れていますか。 

 

 

 

14 地域貢献やボランティア活動等、積極的に参加していますか。 
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生徒の肯定的な回答は 86.6％と

なっており、昨年度より3.5％増加

し、保護者も肯定的な回答は

83.8％となり 3.5％増加していま

す。 

設問 1 の「学校生活は楽しく満

足しているか。」と同じく、総合的

な評価であり、生徒・保護者の「満

足度を 3.5以上」または、「肯定的

な回答 90％以上」の目標を達成で

きるよう、取り組む必要があると考

えています。 

（生徒83.1％、保護者80.0％、教職員81.7％、地

域100％） 

ものづくりや防災教育をとおし

て地域・社会に貢献できる人材育成

を目指し、地域行事や自治体主催の

防災訓練等に参加してきました。 

肯定的な回答は 39.5％であり、

昨年度を少し上回りましたが、今年

度もコロナ禍で様々な活動が中止

となり、生徒の参加機会が限定され

ています。 

富士浜の清掃や、定期考査後の地

域ごみ拾い等、コロナ禍のもとであ

ても可能な範囲でこれからも活動

を継続していきます。 

（生徒37.5％、保護者73.3％、教職員42.2％、地

域100％） 

生徒の肯定的な回答が 66.8%と

なり、昨年度より減少しています。 

教職員は、75.3%となり、大きく

減少しています。 

「生徒に身につけさせたい力」を

Can-Do リストにおいて具体的

に示し、成長を促す取り組みを行っ

ていますが、この活動を機会あるご

とに生徒に浸透させる必要があり

ます。 

また、早い段階で意識し、社会人

基礎力に繋げるため、LHやSH、

学校生活全体を通し、向上させるこ

とができるよう取り組んでいきま

す。 

（生徒70.5％、教職員91.5％） 
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15 これから特に学校に力を入れてほしいことは何ですか。 

 

()の数値は、令和３年度の順位 
 １ 位 ２ 位 ３ 位 

生  徒  わかりやすい授業  (1) 学校行事や部活動の充実 (2) 進学・就職希望にこたえる教育 (3) 

保護者  進学・就職希望にこたえる教育 (1) わかりやすい授業 (2) 社会のルールや決まりの指導 (3) 

教職員  進学・就職希望にこたえる教育 (2) 教職員の資質・指導力の向上

(3) 

社会のルールや決まりの指導 (1) 

地  域  進学・就職希望にこたえる教育 (1) わかりやすい授業 (2)、教職員の資質・指導力の向上 (3) 

開かれた学校づくりを進める(7) 

  

生徒、保護者、地域の順位は、昨年度と同じとなり、教職員のみ上位３位内での入れ替わりとなっ

ています。 

 「わかりやすい授業」は生徒の 1 位で、保護者・地域とも 2 位に位置しています。設問

２の結果を見ると、一定の評価は得られていますが、今後もＩＣＴの活用等、さらに授業

改善を進めることが必要であることを認識しています。（学力向上） 

 

「進学・就職希望にこたえる教育」が保護者、教職員、地域で１位でした。生徒でも 3

位となり上位に位置しています。学校は生徒全員の進路保障達成を目標に取り組んでいま

すが、単に進路目標の達成を目指すのではなく、長い人生全般を見渡せるキャリアリテラ

シーの育成にも取り組んでいます。さらに卒業生の進路先での動向も見守っていきます。

（進路保障） 

   

「社会のルールや決まりの指導」が、教職員及び保護者で 3 位でした。多くの生徒はルー

ルや決まりの大切さを理解しています。学校だけではなく、家庭、地域との連携を深め、

生徒を社会、地域ぐるみで見守っていく必要があります。（基本的生活習慣） 

 また、本年度４月から１８歳成年制度が施行されました。満１８歳に達した生徒は高校
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①わかりやすい授業をする。

②進学・就職希望に応える教育をす

る。

③教職員の資質・指導力を向上させ

る。

④学校行事や部活動を充実させる。

⑤社会のルールやきまりの指導に力を

入れる。

⑥いじめや暴力行為を根絶する。

⑦道徳教育や人権教育に力を入れる。

⑧不登校、中途退学対策に力を入れ

る。

⑨安全対策をしっかりする。

⑩開かれた学校づくりを進める。
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教職員
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生でありながら成人となります。大人としての自覚や社会に対する責任等についても、し

っかり理解させなければならないと考えています。（１８歳成年制への対応） 

   「学校行事や部活動の充実」は、生徒で２位と上位に入っています。今年度も、新型コ
ロナウイルスにより、学校行事や部活動が制約を受けましたが、これからも生徒や地域の

方々の様々なニーズを聞き、生徒の健全育成を目指してより一層充実させていきます。

（部活動の活性化） 

 

 

 

自由記述 

 自由記述欄にも、多くの方々から記載を頂き感謝申し上げます。お褒めの言葉や激励等もた

くさんいただいていますが、教職員や学校運営へのご意見やご要望等もたくさんいただいてい

ます。こうしたことについて、回答させていただきます。  

  

１ .授業や勉強について 

 生徒の皆さんから「グループワークを増やして欲しい。」「わかりやすく教えて欲しい。」

といった要望がありました。  

グループワークは、生徒の皆さん一人ひとりが主体的に授業に参加できるという大きなメリ

ットがあります。各教科の授業でもグループワークを取り入れるよう工夫していますが、これ

からもその機会を増やしていきます。また、授業改善やＩＣＴの活用、特に本年度から生徒一

人ひとりに配布されたタブレットパソコンの有効な活用により、今後もわかりやすい授業に取

り組んでいきます。 

 次に、「進路実現のために、関係する教科のみの勉強に集中し、無関係な教科の勉強を減ら

してほしい。」との意見がありました。  

日本のすべての高校では、国が高校３年間で学習する必要がある教科や科目を定めていま

す。その理由は、どの教科の勉強も将来立派な社会人となるのに必要な知識や教養を身につ

け、豊かな感性や人間性を育むことにつながるからです。進路と直接関係ない教科も勉強する

ことで卒業が認められることもあり、全ての教科や科目にしっかり取り組むことが大切です。  

 保護者の方からは、「社会人になってから必要とされる保険や契約、年金制度等に関する知

識を身に付けるようにしてほしい。」という要望もいただいています。  

 ご存じのように、昨年４月から１８歳成年制度が施行され、満１８歳に達した高校生

は、逐次成人となっています。こうしたことから、７月に高校３年生を対象として「成年

年齢引き下げにかかる消費者教育」を実施しました。また、政治・経済や公共などの科目

でも学習する機会があります。大切なことですので今後も継続して取り組んでいきたいと

考えています。 

 この他にも個別の教科についてのご質問やご意見もいただいています。関係教科には内

容を伝え改善を求めています。 

 

２ .学校行事について 

 生徒の皆さんから「学校行事を増やして欲しい。」という要望をいただいています。「文化

祭と体育祭を毎年実施して欲しい。」という声もありました。学校行事は、授業時間の確保や

他の行事との兼ね合いもあり、そのまま増やすことは難しくなっています。特に文化祭や体育

祭は、それにかかる準備に多くの時間が必要となり、両方の実施は困難です。  

学校行事はその量や回数（数）ではなく、ひとつ一つの行事をしっかり充実させることで、

楽しく思い出に残る学校行事にしてもらいたいと思います。  

 

３ .地域との交流について 

 生徒の皆さんから「学校周辺の地域との交流を希望する。」という声を聴いています。地域
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の方からも「地域にある施設の活用を望む。」というご意見を聞いています。  

 総合的な探究の時間を中心に地域に出て様々な体験学習に取り組んでいますが、これからも

地域の施設を積極的に活用するとともに、地域を支えている方々にもお力をいただき、地域を

支え発展させる人材を育てたいと思います。  

 

４. 教職員の言動や生徒との人間関係に関することについて 

教職員全体で受け止め、生徒理解を基本とした生徒との良好な人間関係を構築するよう努め

ます。寄せられた内容から判断して、当該教職員が特定できるものについては、事情を聞き、

必要な場合は注意するとともに改善を図るよう指導を行いました。  

 

５ .家庭への連絡について 

「休日の部活が急に中止になった場合の連絡が遅い。」また、「学校行事や部活等の時間を

事前に知らせて欲しい。」とのご意見をいただいています。遠方からＪＲを利用している生徒

や交通機関が厳しいため送迎が必要な生徒の保護者の方からいただいています。  

交通の不便なところからも通学している生徒がいることをしっかり認識し、できるだけ早く

お伝えするようにします。 

また、「行事予定表の配布を早くして欲しい。」「届いていない。」とのお声も聞いていま

す。 

現在、行事予定表は、須総だよりに掲載して配布したり、学校のホームページに掲載したり

しています。年度初めに年間の行事予定を掲載し、各学期の初めに更新しています。更新の抜

かりがないよう気を付けていきたいと思います  

 

6.その他 

 「学校の坂道で生徒の通学中にも関わらず、スピードを出している保護者の車がある。」と

の指摘がありました。 

 通学路は生徒が歩いていることもあり、ご用があり学校においでた保護者の方は、生徒への

配慮から徐行運転をしてくださるようにお願いします。また、本校では原則として、保護者に

よる学校までの自動車での送り迎えをお断りしていますが、このことを機会あるごとに保護者

の皆様に周知しご理解を求めていきたいと思います。  

 

 

 以上の他にもご要望もいただきましたが、できることから改善していきたいと考えておりま

すのでご理解のほどよろしくお願いいたします。  

 

 

おわりに 
 本年度も保護者、地域の方々にご協力をいただき学校評価アンケートを実施することが

できました。いただいた回答に、生徒及び教職員のアンケート結果を加え、結果分析とと

もに意見集約をすることができました。 

 この結果を次年度以降の学校教育活動に生かしてまいりたいと思います。本年度も、新

型コロナウイルス感染症のため、様々な活動が制約を受けましたが、より良い学校づくり

のためには、今後も、学校関係機関等や地域との連携・協力の推進が必要不可欠です。皆

様からいただいた自由記述のお言葉にも耳を傾け、今後の学校づくりに生かしていけるよ

う努めてまいります。 

 これからも保護者や地域の方々との連携をさらに深め、ご意見をいただき、地域ととも

に歩み、地域から愛される学校づくりを目指していきたいと考えていますので、今後とも

ご理解とご協力をお願いいたします。 


